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評価結果の総合所見 

本課題は、近年甚大な被害が多発する局所集中豪雨の対策として注目される先行待機型ポンプの

耐久性を大幅に向上させる、セラミックス基複合材料(CMC)軸受技術を開発するものである。 

当初の目標は達成しているが、実用化に向けては課題が残った。今後の取り組み次第ではイノベー

ション創出の可能性がある。軸受の CMC 材料を構成する上で重要な、界面形成技術とマトリックス形

成技術において、従来とは異なる革新的な技術を構築した点を評価したい。一方、ポンプとしての常時

加重や極限加重に対して軸受設計の考え方や指針は明確でない。 

水害から人命を守るための大変重要な技術であり、どのような状況下においても壊れず動くことが

求められ、世の中のポンプがこの技術に向かうことを期待する。 
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